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初期設定・変換テーブル設定・パラメータ基
本タブ画面は左記のモノとなります。 
ＳＥＴＵＰを行う車両に合わせて、設定を
行って下さい。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■初期設定画面 

■変換テーブル画面 

■パラメータ設定・基本タブ 

上記の初期設定画面及び変換テーブル設定画面において、各種項目の設定を行います。基本的にはベース
エンジンの設定を行うと、「クランク信号タイプ」「燃料グループ」「点火グループ」ｅｔｃの設定が行われますが、
変更を行う場合は適切な設定を各項目に入力してください。  

                 ＊注意点としては下記の項目が挙げられます。 

■ＮＢ８Ｃのセッティングを行う場合、ベースエンジン「ＢＰーＺＥ」を選択しますがクランク信号タイプは「Ｍ
ＩＴＳＵＢＩＳＨＩ１」ではなく「ＮＢ＃Ｃ」の選択を行ってください。 

■グループ噴射やグループ点火から車両側ハードウェア作成にて設定変更を行う場合は、初期設定画面にて
変更を行ってください。例）燃料グループ３→６に変更・点火グループ１→４に変更など 

■メインインジェクター吐出量を燃圧を加味した数値を入力する。計算式は下記になります。 

     実際に変更した燃圧  

     変更する以前の燃圧 

例）５５０ＣＣインジェクターを燃圧２，５キロから３，５キロに変更した場合 

  ３，５キロ 

  ２，５キロ 

■圧力レンジの設定は目標とする最大ブースト圧＋０，２Ｋ位にて入力しておく。 

目標ブースト＋０，２Ｋ位の設定レンジにてメイン補正ＭＡＰ＝充填効率ＭＡＰが適正に作成されます 

×装着するインジェクターの吐出量＝入力値 

×５５０ＣＣ ＝ 約６５０ＣＣと入力を行ってください 

初期設定画面の入力が終了したらパラメーター設定１にてスロットルポジションセンサーの電圧値の入力を行ってください。                    
上記の様にスロットルパラメーターに数値が入力されます。 

電子制御スロットル搭載車両に於いてはＯＰＥＮ時の電圧入力が行われない車両が存在します。その場合は適当な値を初期に入
力し、その後車両セッティング中にログなどを参照しＯＰＥＮ電圧の設定を行います。 



下記マップが無効噴射時間メインマップとなります。 
ご使用となるインジェクタの設定値に合わせてご使用下さい。 

■無効噴射時間マップ 

■点火カット回転数入力 

無効噴射時間ＭＡＰにはメイン・サブ・独立と３ＭＡＰが存在します。                                         
通常メインインジェクターを使用する場合は「通常噴射時間メイン」に数値の入力を行ってください。                            
ＦＤ３Ｓなどのツインインジェクターで制御を行う場合は「無効噴射時間サブ」ＭＡＰに２本目のインジェクタの無効噴射
時間特性の入力を行ってください。特殊な例ではありますがＲＸ－８の様に３本目のインジェクターを制御「独立ＭＡＰ使
用」する場合は「無効噴射時間独立」に入力を行ってください。 

競技専用などの一部の車両に於いて
は触媒の装着が無い車両が存在しま
す。その場合、回転ＲＥＶの設定を
点火カットにて行う事が可能です。 

＊触媒装着車両に於いては右記の
設定を行うと触媒破損などのトラブル
となります。設定を行わないで下さい。 

点火カットによる
最高回転数の決
定を行う場合は、
点火カット回転数
（通常）に設定
回転の入力を行っ
て下さい 

■点火カット回転数入力 



５ 

燃料カットによる最高回
転数の決定を行うには左
記パラメータの燃料カット
条件選択の回転数に
チェックを入れて下さい。 
回転燃料マップにてカット
⇔復帰の回転入力を行
い、使用します 

■燃料カットによる 
  最高回転数決定 

触媒装着車両に於いては上記のカット条件の設定にて「回転数」に☑をつけて下さい。                 
その後、回転燃料カットＭＡＰにて各ポートの燃料カット回転数の決定を行います。                         
上記設定では各ポート毎に６９５０ｒｐｍ・７０００ｒｐｍにて回転数に５０ｒｐｍの差を設けてあり、
最高回転数に到達した場合に、急に燃料カットが入るのを防止しております。上記設定はドライブフィーリング向上
のための一手段として提案させて頂きます 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■圧力燃料カット 

■圧力燃料カット 

純正ＥＣＵの様に負荷過大認識により圧力に応じて各ポート毎に燃
料カット行い、フェイルセーフを設けることが可能です。必要に応じて御使
用ください。上記の様な設定ですと加給圧１，３キロ以上にて燃料
カットを行い、その後１，１５キロまで過給圧が落ちたら、燃料噴射を
再度行いなさいという設定となります。 



７ 

■Ａ／Ｆ計設定 
ＡＦ計の設定に関してはパラメータ設定・入力設定・電圧
タブに「外部Ａ／Ｆ１」の設定を行い、Ａ／Ｆノック・変換
テーブルの項目をそれぞれ設定してください。 

始めにデータモニター上にて回転数の入力があるか？ご確認くだ
さい。クランキングを行った時に必ず回転数の入力が行われます。
ここに回転数の入力が行われない限り絶対にエンジン始動しませ
ん。ご注意ください。 

上記回転数の入力が行われると「燃料メイン」に「～～～～μｓ
ｅｃ」に数値の表示が行われます。  

又、「点火メイン」項目においても「～～°ＢＴＤＣ」の表示が行
われます。 

■回転数の入力が無い場合、車両側の問題も考えられます
ので、再度車両側（クランク角センサー・デスビ）やＰ／Ｗ
のクランク角信号タイプの確認を行ってください。 

クランキングしたがエンジン始動に至らない場合 

■ＭＡＰＰＩＮＧ作業に入る前に「含：トラブルシュート」 



■クランク・カム設定 

上パラメータ設定のクランク・カム項目がデフォルトデータより変更されている・・等の場合、エンジン始
動に至りません。プルアップ⇔通常の設定項目も当ページにてご確認ください。 



　　　　　ＦＣＶＰＲＯ

端子番号２３
端子番号２４
端子番号２５
端子番号２６
端子番号２７
端子番号２８

端子番号３１
端子番号３２
端子番号３３
端子番号３４
端子番号３５
端子番号３６

ＥＣＵ

パワートランジスター
イグニッションコイル

　　　　　ＦＣＶＰＲＯ

端子番号２３
端子番号２４
端子番号２５
端子番号２６
端子番号２７
端子番号２８

端子番号３１
端子番号３２
端子番号３３
端子番号３４
端子番号３５
端子番号３６

ＥＣＵ

パワートランジスター

Ｆ－ＣＯＮ側端子番号の点火入力端子２３番～２８番と点火出力端子３１番～３６番を同じポート毎に短絡接続して見ます。

■２３番＆３１番　■２４番＆３２番　■２５番＆３３番　■２６番＆３４番　■２７番＆３５番　■２８番＆３６番
をＦ－ＣＯＮに接続せずに短絡接続してみます。上記配線の状態で、点火出力制御をＥＣＵが行うという設定になります。
「Ｆ－ＣＯＮ側で行う制御は主に燃料制御だけとなり、点火のみＦーＣＯＮから断ち切ることで考察の一助になると思います」

例えば、点火復帰した状態でＥ／Ｇ始動するのであれば、ＦＣＶＰＲＯ側の点火制御（主にソフトウェア）に問題があるのでは
ないか？
もしくはＪＰスイッチ８番などのイグナイター駆動電圧設定に間違いは無いか？ｅｔｃ・・・・
例えば、点火復帰した状態でＥ／Ｇ始動しないのであれば、Ｆ－ＣＯＮ側の燃料制御に問題があるのではないか？
もしくは、パワートランジスター・イグニッションコイルがハード的に破損（壊れて）してしまったのか？

いずれにしても間違いなくＥ／Ｇ始動するＥＣＵ制御に点火制御のみ依存することで、原因を切り分けて考察することが可能
です。

＊上記はＲＢ２６などの６気筒シーケンシャル点火を例にしましたが、デストリビューター制御や同時点火制御の車両にも
　　点火復帰にてトラブルシュートの一助とすることが可能です。
　　例）デスビ車両２３番＆３１番のみの短絡接続。４気筒同時点火２３番＆３１番・２４番＆３２番の短絡接続

スパークプラグ

イグニッションコイル スパークプラグ

燃料制御＝Ｆ－ＣＯＮＶＰＲＯ 

点火制御＝ノーマルＥＣＵ 

切り分けて考察を行う 

1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

8気筒対応 

端子番号３７・３８にてＩＧＮ出力
ポート７・８を持つことが出来ます。
入力側端子はありません。ご注意
ください 



ｎｏ２インジェクター
ｎｏ４インジェクター

ｎｏ１インジェクター
ｎｏ５インジェクター
ｎｏ３インジェクター
ｎｏ６インジェクター

ｎｏ２インジェクター
ｎｏ４インジェクター

ｎｏ１インジェクター
ｎｏ５インジェクター
ｎｏ３インジェクター
ｎｏ６インジェクター

　　　　　ＦＣＶＰＲＯ

燃料入力端子
端子番号４１
端子番号４２
端子番号４７
端子番号４８
端子番号５４
端子番号５５
燃料出力端子
端子番号１
端子番号２
端子番号５０
端子番号５１
端子番号１２
端子番号１３

ＥＣＵ

ＥＣＵ

Ｆ－ＣＯＮ側端子番号の燃料入力端子４１番～５５番と燃料出力端子１番～１３番を同じポート毎に短絡接続して見ます。

■４１番＆１番　■４２番＆２番　■４７番＆５０番　■４８番＆５１番　■５４番＆１２番　■５５番＆１３番
をＦ－ＣＯＮに接続せずに短絡接続してみます。上記配線の状態で、燃料噴射制御をＥＣＵが行うという設定になります。
「Ｆ－ＣＯＮ側で行う制御は主に点火制御だけとなり、燃料のみＦーＣＯＮから断ち切ることで考察の一助になると思いま
す」

例えば、燃料復帰した状態でＥ／Ｇ始動するのであれば、ＦＣＶＰＲＯ側の燃料制御に問題があるのではないか？
例）パラメーターの「燃料１」の設定状態がよろしくない？
例）車両側インジェクターコネクターの接続状態がよろしくない？メインハーネス上で断線や接触不良？
例）同時作業を行ったインジェクター交換時にインジェクターに何か不具合が発生した？ｅｔｃ・・・

例えば、燃料復帰した状態でＥ／Ｇ始動しないのであれば、Ｆ－ＣＯＮ側の点火制御に問題があるのではないか？
もしくは、パワートランジスター・イグニッションコイルがハード的に破損（壊れて）してしまったのか？

いずれにしても間違いなくＥ／Ｇ始動するＥＣＵ制御に燃料制御のみ依存することで、原因を切り分けて考察することが可
能です。

＊上記はＲＢ２６などの６気筒シーケンシャル噴射を例にしましたが、
　　グループ噴射の車両にも燃料復帰にてトラブルシュートの一助とすることが可能です。
　　例）３グループ噴射の車両の場合４１番＆１番、４２番＆２番、４７番＆５０番のみの短絡接続。その他の配線は存在し
ません。

　　　　　ＦＣＶＰＲＯ

燃料入力端子
端子番号４１
端子番号４２
端子番号４７
端子番号４８
端子番号５４
端子番号５５
燃料出力端子
端子番号１
端子番号２
端子番号５０
端子番号５１
端子番号１２
端子番号１３

　　　　　　　　　　＊注意

ＦＣＶＰＲＯでは燃料入力のポートは
使用しておりませんが、ＨＫＳ
の車種別ハーネスでは燃料入力
の配線接続がされております。
（サブコンとハーネスを共用する為）

＊ＥＣＵレスハーネスには該当しません
　 のでご注意ください。

1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

燃料制御＝ノーマルＥＣＵ 

点火制御＝Ｆ－ＣＯＮＶＰＲＯ 

切り分けて考察を行う 

8気筒対応 

８ポートのインジェクタ出力を備え
ております。 



■始動時に有効判定されるＭＡＰについて「燃料マップ」 

上記パラメーター内の完爆判別回転にて始動時噴射時間ＭＡＰと通常噴射時間ＭＡＰの切り替え判定を行っており
ます。クランキングして５００ｒｐｍまでは始動時噴射時間ＭＡＰに入力された数値分噴射を行います。例えば上記
ＭＡＰの設定ですと水温が８０度の状態で全気筒同時噴射が「４９２０μｓｅｃ」行われます。                          
（実際には無効噴射時間ＭＡＰへの入力値と始動時噴射時間ＭＡＰへの入力値の合計値が出力されます）                                             
基本的にはこのＭＡＰにて噴射時間が短い場合に初爆にいたらず、何回かのクランキング後にプラグがカブってしまうと
いったケースが多く見られます。その場合は始動時噴射時間ＭＡＰに入力されている数値を大きく設定してみてください。 

前ページ同様にパラメータ設定・基
本タブ・完爆判別回転を超える回
転認識があった場合、通常運転
モードに移行します。それまでの段
階では始動時モードが有効判定と
なり、上記マップを有効判定します。 

■始動時噴射時間マップ 

■１発目噴射時間マップ 

                              注意点                                                           
始動時噴射時間の入力値ですが、実際の噴射時間は「始動時噴射時間＋無効噴射時間」が出力値となりま
す。必ず、無効噴射時間ＭＡＰに入力された数値が付加されて出力する事になります。従いまして、前述の無
効噴射時間ＭＡＰの適切な数値入力を行ってください。 

どうしてもエンジン始動に至らない場合、各種の調整機能を試して見る
のも一つの手段です。上記パラメーター内の一発目噴射時間ＭＡＰ
にて１回目の噴射時間のみ変更することが可能です。 
右記の７０００μｓｅｃという数値設定を行うと水温８０度の時に
一回目の噴射は７０００μｓｅｃ→２回目の噴射は４９２０μ
ｓｅｃという状態になります。 

エンジン回転数 

無効噴射時間 無効噴射時間 一発目噴射時間 始動時噴射時間 

一回目噴射 二回目噴射 

７０００μｓｅｃ ４９２０μｓｅｃ 



始動時噴射時間ＭＡＰにてエンジン始動に至り、下記マップですと「１０秒間」上
記の増量補正を行いなさいという設定になります。例えばエンジン始動後１０秒間
は適正なアイドリングを行うが、１１秒後にハンチングし、エンジンストールしてしまうと
いった症状が発生する場合は、上記の始動後補正時間ＭＡＰの延長「３０秒と
入力」ｅｔｃの検討をして見てください。 

上記設定を行い、どうしても始動後にハンチングやエンジンストールしてしまう場合に
は、燃料制御項目内の通常噴射時間ＭＡＰやメイン補正ＭＡＰの変更にて改
善を行なってください。 

 
■始動後補正マップ・始動後補正時間マップ 
始動後補正値マップ及び始動後補正時間マップはマップ項目・燃料補正３にあります。安定したアイドリング性
能が出る様にＳＥＴＵＰを行って下さい。 

■始動後補正値・補正時間ＭＡＰの利用方法について 

始動時噴射時間ＭＡＰにてエンジン始動に至ったが、アイドリングでハンチングをしてし
まうなどの不具合が発生する場合は、下記の始動後補正時間ＭＡＰの調整を行って
ください。下記ＭＡＰの増量・減量補正を加えることで適正なアイドリングを保つ様に
マッピングを行ってください。 



■加速時のセッティングについて 

「パラメ－タ・基本タブ」内のスロットル変化算出周期時間［ｍｓｅｃ］内にどれだけのスロットル変化量が生じたかにより加速増量
を行います。この加速増量の作成如何にて「アクセルレスポンスやピックアップの良さなど加速性能の重要な部分を作成していきます。 

車両の加速状態をＦ－ＣＯＮ側に認識させ（単位周期当たりのスロットル変化量）、それに応じた燃料増量補正を行う状態とし
ます。増量の形態としては２パターン存在し、非同期噴射時間ＭＡＰにより燃焼室内が一瞬リーン状態になるリーンスパイクを回避
します。その後継続するリーン状態は加速補正ＭＡＰにて増量補正を行い、過度特性の入力時に車両がうまく加速を保持するセッ
ティングを行ってください。 

「スロットル変化算出周期時間」にて         
単位周期を決定します。 

非同期噴射時間ＭＡＰ 

■非同期噴射時間マップ 
パラメータ設定にて決められたスロットル変化算出周
期時間内に変化認識のあったスロットル変化量を
マップ縦軸として全ポート一律に１回だけ噴射を行
います。 



１７ 

■加速補正マップ 
マップ項目燃料補正３にて加速補正マップの作成を行います。尚、加速補正時間マップにて補正を継続する時間
設定を行います。 
 

前ページの非同期噴射時間ＭＡＰを作用させ初期のリーンスパイクを回避し、その後のリーン状態の回避には加
速補正ＭＡＰを使用します。尚、上記の加速補正時間ＭＡＰにて加速補正の作動時間の設定をします。  
例えば２００ｍｓｅｃと入力されていると２００ｍｓｅｃ経過時に補正がゼロになる様に減衰させていきます。 



スロットルバルブ インジェクター 

インテーク   
ポート 

燃焼室 

スパークプラグ 

壁面付着したガソリン 

インジェクターが吐出した燃料は直接シリンダー内に吸入される
わけではなく一度ポートに付着し、遅れてシリンダに吸入される
部分があります。スロットルオフ時にはマニホールド内が負圧にな
り乾いた状態になりますが、その後スロットルを開けた場合にポー
トに付着する量の増加及び付着した燃料から持ち去られる量
の不足により非同期噴射・加速補正が必要となります。 

① 

② 

③ 

①＝壁面等に付着する量 

②＝吸気により持ち去られる量 

③＝直接吸入される量 

■非同期噴射・加速補正の作用方法について 

非同期噴射時間ＭＡＰを作用させることにより、壁面付着させるガソリン量を賄います。上図に於いては①と②の混合気の流れを賄い
ます。一度壁面にガソリンを付着させることにより「①の動き」、②の持ち去られる量を賄いスロットルＯＮ時に発生する燃焼室内の一瞬
のリーンを回避します。その後に発生するリーン状態は③の動きとなりますので加速補正ＭＡＰを作用させ、リーンとなりやすい燃焼室内
をリッチ方向に持っていきます。 

インテーク 

バルブ 

■非同期噴射・加速補正の作用方法について［ＭＡＰの意味］ 

１、非同期噴射時間と加速補正の違いについて
加速補正は同期噴射である通常噴射時間にプラスして噴射され、非同期噴射時間は同期噴射とは異なり、周期時間当たりのスロットル変化量によって、
噴射タイミングとは非同期に全ポート一律に一回だけ噴射されます。又、同期噴射中は噴射時間を非同期分だけ延長します。

＃１

＃３

＃４

＃２

180 360 540180 360 540 0

スロットル開度
非同期噴射時間 加速補正

■非同期噴射時間ＭＡＰ 

左図の様に噴射順序に関係な
く全ポート一律に一回だけ燃料
噴射を行い、燃料の壁面付着
を促進させリーンスパイクの回
避を行います。 

■加速補正ＭＡＰ 

非同期噴射で一瞬のリーンス
パイクを回避し、その後に発生
するリーンは加速補正にて燃料
増量を行いリーン回避を行いま
す。 

非同期噴射時間ＭＡＰにより賄う部分 加速補正ＭＡＰにより賄う部分 

■非同期噴射・加速補正の作用方法について［Ａ／Ｆ変化］ 

主に非同期噴射時間ＭＡＰを作用させる部分 

■加速補正ＭＡＰの作用方法について ５％増量 

２．５％増量 

３５０ｍｓ
ｅｃ 

７００ｍｓｅｃ 

時間 

前ページの加速補正ＭＡＰの関係図を右記に掲載します。 

過度特性の入力があり、加速補正ＭＡＰの該当アドレスに５％増量の認識があった
とします。加速補正時間が350MSECだった場合、右記の様に350MSEC後にその
補正増量値がゼロになる様に減衰しながら、増量補正を継続します。ご使用の際は
ご注意下さい。 

主に加速補正と加速補正時
間が関係する部分 

１８ 

時間経過 



■噴射基準タイミングＭＡＰ及び噴射タイミングＭＡＰについて 

パラメータ「燃料１」タブ内のポート１～８の設定にて（「メイン」「サブ」「独立」）にて使用するインジェクターの制御内容を
決定します。メインインジェクターのドライブには「メイン」、サブインジェクターのドライブには「サブ」、特殊な例ではありますが噴
射のタイミングを無視して、全気筒同時に噴射を行う場合は「独立」を選択します。その後それぞれ気筒の圧縮上死点を噴
射基準タイミングＭＡＰにて設定を行い、次ページの噴射タイミングＭＡＰにて１サイクル＝７２０度中のどの位置で噴
射を行うか（実際には噴射吹き終わり）を決定します。 

パラメータ設定燃料１タブで設定さ
れたインジェクタ制御タイプに伴い、
その制御を行う基準角度を噴射基
準タイミングマップで決定します 
 
噴射基準タイミングマップにて基軸と
なる角度を決定します。 
 
その基軸となる角度からクランク回
転で～～度遡った角度を入力する
のが、次ページの噴射タイミングマッ
プとなります。 
 

■噴射基準タイミングマップ 

■噴射タイミングマップ 



２１ 

■噴射タイミングマップ 

噴射時間
４００度

３００度

３６０度

排気 吸入 圧縮 爆発 排気

噴射タイミングが３６０度の設定ですと、下記の４サイクルチャートの中の
排気終わり・吸気始めのタイミングで噴射時間が終わる設定になります。

噴射時間 赤矢印の角度を噴射タイミングＭＡＰに入力します。

３００度

時間

 実際のセッティング中ではあまりマッピングする項目ではないかもしれませんが、カムシャフト
の変更やバルブタイミングの変更などにより、上記角度のエリアはバルブオーバーラップエリア
となっており吸気（混合気）吹き抜けなどを考慮して噴射タイミングＭＡＰをマッピングす
ることにより、良い効果が得られるかもしれません。 
 ＮＶＣＳ装着などのエンジンにおいてはインテーク側に可変バルブタイミングなどが採用さ
れ、「回転×負荷ＭＡＰ」でバルブオーバーラップを考慮した噴射吹き終わりのマッピングが
可能である為、有効活用可能かもしれません。 
 
 左記のバルブタイミングチャートですと４００度などとマッピングすると図の左寄り(噴射タ
イミング進み)で噴射終わり、３００度などとマッピングすると図の右寄り（噴射タイミング
遅れ）で噴射終わりに設定されます。 

２０ 

燃料制御項目内、噴射タイミングにて噴射吹き終わりのタイミングを設定することが
可能です。 
下記設定ですと「噴射基準タイミングにて検出された圧縮上死点から遡る事３６０
度で「設定された噴射時間」を終わりなさい」という設定になります。わかりにくいと思
いますので、下記のバルブタイミングチャートでご説明します。 



■独立噴射時間ＭＡＰ 

■独立噴射時間マップ 
独立したインジェクタ制御を行う事が可能です。 
設定例は下記の様になります。 
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独立してインジェクターの制御を行う場
合、独立噴射時間ＭＡＰの使用が可
能です。追加インジェクターの制御やＭ
ＡＺＤＡ・ＲＸ－８への適用が考え
られます。独立噴射時間ＭＡＰの使
用に関しては左記の「パラメータ・燃料
１」タブの使用するポートに「独立×～」
の選択を行って下さい。この設定ですと
Ｆ－ＣＯＮ側端子番号６３・６４
（Ｉ／Ｊ出力＃７・８）を使用する
状態となります。次に燃料制御項目内
の無効噴射時間独立に、使用するイン
ジェクターの無効噴射時間の入力を行
い、独立噴射時間ＭＡＰの作成を
行って下さい。独立噴射時間ＭＡＰ
に関してはメインインジェクター制御等と
は異なり、噴射基準タイミングや噴射タ
イミングに影響されず、上記時間分の
噴射を行う設定となります。ですので、
独立噴射として使用するインジェクター
吐出量の設定はありません。 

■独立噴射時間マップを
使用し、回転燃料カットに
て最高回転数の決定を行
う場合は、左記の様に独
立噴射を行うインジェクタを
接続したポートに必ず最高
回転数「カット・復帰」を入
力願います。０ＲＰＭの
ままですと、０回転から燃
料カット・・となり独立噴射
ポートより出力が行われま
せん。ご注意ください 



■メイン補正マップ 

ターボつき車両の場合、新規作成時に目標とする最大ブーストプラ
ス０，２キロくらいの圧力レンジの設定を行うと、最大ブースト時に
シリンダー内へ充填が一番効率よくなるメイン補正マップが自動的に
作成されます。このマップを参照しますと最大ブースト設定が約１，
５キロとなり、－０．８キロの最大負圧時には一番効率の良い充
填に対し、５８％充填効率が悪いという設定となります。（スロット
ルバルブが閉じており、吸気したくても出来ないため） 

セッティング時間の短縮化にもつながりますので設定を適正に行って
ください。 ２５ 

■スロットル補正マップ使用方法 
下記にある様にオプション補正マップにて回転×スロットルの名称設定にて使用する形態となります。ご使用の際は
ご注意ください。 

作成したオプション補正マップ（スロットル補正マップ）にＡＦフィードバックデー
タを反映させる事も可能です。適宜ご使用下さい。 

スカイラインＧＴＲやパルサーＧＴＩＲ・ＡＥ１０１／１１１レビン・トレノといった車両に於いては純正にて各ポートごとに独立し
たスロットルバルブが搭載されており、Ｄジェトロにてセッティングを行う場合、スロットルＭＡＰの作成が必要となります。インテークポー
ト内の圧力変動が極端に少ないため、異なるスロットル開度でも同じ負荷の認識を行ってしまい、結果それに見合った燃料噴射を行
なってしまう症状が発生してしまいます。そこで、スロットル開度ごとでの燃料補正を行える下記ＭＡＰを活用します。 

例えば４０００ｒｐｍ時にスロットルを１００％に近い
状態と２０％のスロットル開度の比較をします。左記の通
常噴射時間ＭＡＰに於いては圧力変動の認識が独立ス
ロットルの為、同じになってしまいます。例えば２０％でも１
００％のスロットル開度でも５６６５μｓｅｃの燃料噴
射を行ってしまいます。スロットルＭＡＰと比較検証するとス
ロットル開度１００％の時は０％の燃料補正ですが、ス
ロットル開度２０％の時は５６６５μｓｅｃに対し、３０，
８％の減量補正を行いスロットル開度に応じた適切な燃料
噴射を行う必要があります。 

まったくデータの無い状態から実際にスロットルＭＡＰを作成するとなると困難な点が多
いと思われます。Ａ／Ｆフィードバックをスロットル補正に設定すると目標とするＡ／Ｆ値
に対し、スロットルＭＡＰに燃料補正を行っていきますので、セッティングの際の一助とす
ることが可能です。フィードバックデータの採取後、通常噴射時間ＭＡＰとスロットルＭ
ＡＰの再作成をお勧めします。 



前ページ同様にオプション補正マップを使用して、 
車速補正マップを作成する事も可能です。 
適宜ご使用下さい。 

■車速補正マップ ■車速補正ＭＡＰの使用 

あまり頻繁に使用するＭＡＰではありませんが車
速と負荷による燃料補正を行うＭＡＰが存在します。
このＭＡＰの設定ですと、ブースト１，０Ｋ以上で車
速１４０キロ以上のエリアで５％の増量補正を行う
事を可能とします。 

 

 

 

又、余談ではありますが、車速補正ＭＡＰにＡＦフィードバッ
クデータを反映することも可能です。パラメーターにて上記
設定を行ってください。車速補正ＭＡＰは必要に応じて御使
用ください。 

■サブ補正ＭＡＰの使用例 

前ページ同様にサブ補正マップを選択し、使用する事が可能です。 

■サブ補正マップの使用例 

「パラメーター・燃料１タブ」内の使用サブ補正ＭＡＰの設定を行う事で、使用するサブＭＡＰの設定
を行います。「マップ～固定」の設定を行うと随時有効となるサブ補正ＭＡＰを使用する設定となります。 

↑上記の様にオプション補正で設定した車速補正マップ
にＡＦフィードバックデータを反映させる事も可能です 



■サブ補正ＭＡＰの使用例［ＭＩＸ-ＣＯＮＴによるサブＭＡＰ切り替え］ 

ＭＩＸ－ＣＯＮＴをＦＣＶＰＲＯ端子に接続し、サブ補正マップのＭＡＰ切り替えを行う事が可能です。その場合、パラ
メータ入力設定・電圧項目内にＭＩＸ－ＣＯＮＴを接続した端子「下記の場合は燃料ＧＣＣ端子」に「燃料サブ補正」
の設定を行い、パラメータ燃料１タブ内の使用サブ補正ＭＡＰをボリューム選択の設定にしています。この設定状態でサブ補
正１～４のマップ切り替えをＭＩＸ－ＣＯＮＴ側で任意に行なう事が可能となります 

尚、ＭＩＸ－ＣＯＮＴ側のノッチ設定と選択ＭＡＰの関係は下記の通りとなります。 ご注意ください。 

■ＭＩＸ－ＣＯＮＴを使用したサブ補正マップ切り替え 
ＭＩＸ－ＣＯＮＴを使用したサブ補正マップ選択機能が
あります。 
下記の様に使用サブ補正マップにて「ボリューム選択」を指
定し、サブ補正マップ項目１～４のマップをＭＩＸ－ＣＯ
ＮＴにて該当させます。 
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マップをＭＩＸ－ＣＯＮＴ 
にて切り替えます。 



■水温補正マップ 
 

■加速水温係数マップ 
 

■アイドル吸気温補正・吸気温補正マップ 
 

上記の様に吸気温補正ＭＡＰ・アイドル吸気温補正ＭＡＰと２つのＭＡＰが存在します。吸気温度を計測し、変化した空気密度に
燃料補正を加える事で、適正なＡ／Ｆとなる様に調整を行います。アイドル吸気温補正ＭＡＰは「パラメータ設定・基本」タブ内の全閉
判別スロットル開度（上記設定では２％）以下で有効判定とされます。それ以上のスロットル開度認識では吸気温補正マップが有効
判定されます。 

注意点・・・ＨＫＳ吸気温センサをインテークマニホールドに取り付けて、アイドリング時にインマニ熱やエンジンルーム温度を吸気温度セン
サーが認識してしまい上記のアイドル吸気温補正ＭＡＰの高温エリアにて減量補正を行って、結果ハンチングしてしまうといった症状の発
生が見受けられます。マッピングにて調整を行うか、吸気温センサーの取り付け位置の改善を行ってください。 

水温値による燃料補正ＭＡＰとなります。水温値が低い場合は燃料の霧化特性が悪
いために増分の燃料噴射を行い、適正な燃焼が得られる様にします。低負荷・高負荷
に関わらず随時有効なＭＡＰとなりますのでご注意ください。 

冷却水温度が低い時に加速する状況が発生したとします。燃料の霧化特性が悪い為に燃料の増量補正を行い、うまく車両を加速させ
るＭＡＰが加速水温係数ＭＡＰとなります。加速補正増量値に当マップの補正増量係数を上乗せし、より多くの増量補正が行い車
両の加速を維持させます。 



例）スカイラインＧＴＲ（ＲＢ２６ＤＥＴＴ）「６気筒シーケンシャル噴射」 

例えば車両セッティング後に６番シリンダーのプラグのみ異常な焼け方をしているとします。その場合、サージタンク（コレクター
タンク）の分配の悪さなどが考察されます。上記のポート別補正ＭＡＰを使用することにより、６０００ｒｐｍ以上のエリ
アにおいて５％の燃料増量を行う事になります。 

ポート１～６の順序ですが、 ■ポート１＝１番シンンダー ■ポート２＝５番シリンダー ■ポート３＝３番シリンダー               
■ポート４＝６番シリンダー ■ポート５＝２番シリンダー ■ポート６＝４番シリンダー となります。ご注意ください。 

＊上記ＭＡＰは負荷による燃料補正を行う事はできませんので（回転のみ）、マッピングの際はご注意下さい。 

■ポート別補正マップ 



■減速補正ＭＡＰ 

あまり頻繁に使用するＭＡＰではありませんが「パラメータ基
本」タブ内の「スロットル変化算出周期時間」内にマイナス側の
スロットル変化量認識にて、上記の減速補正ＭＡＰが有効と
なります。 

例えばアイドリングから３０００ｒｐｍまでスロットルペダルを
踏み込み、回転上昇させた後、瞬時にスロットルオフしたとしま
す。上記の設定ですとスロットル変化算出周期時間［５０
ｍｓｅｃ］内に認識したスロットル変化量に応じて該当する
アドレスを認識し、その補正値分燃料補正を行う仕組みとなり
ます。 

その補正値は左記の様に減速補正時間マップに入力された
時間後に補正がゼロになる様に補正値を減衰させていきます。 

スロットル全閉条件などは存在しませんので、８０％のスロット
ル開度から瞬時に２０％のスロットル開度にした場合等にもこ
のＭＡＰは有効判定となりますので、ご注意ください。 

主にＬジェトロでセッティングを行った場合等のアフターファイ
ヤー防止などにお役立ていただけるかと思われます。 

－１
５％ 

＊＊＊mｓｅｃ ０ →時間 

補
正
値→

 

３４ 

■減速補正マップ
マップ項目・燃料
補正３の項目に
あります。 

適宜ご使用下さ
い。 

減速補正MAP 
入力値 

減速補正時間MAP 
入力値 



■減速燃料カットＭＡＰ 

減速燃料カットを行う上で条件設定を行うＭＡＰとなります。上記の設定ですと例えば水温７０度時にカット回
転１５００ｒｐｍ・復帰回転１３００ｒｐｍとなっております。又、「パラメータ・基本」タブ内の全閉判別ス
ロットル開度「２％」となっております。 

「全閉判別スロットル開度＝２％以上」＋「ＭＡＰのカット回転数＝１５００ｒｐｍ」を超えたエンジン回転
数でスロットルオフ（全閉判別以下）になったら、５００ｍｓｅｃ後に減速燃料カットを開始しなさいという設
定となります。その後回転が降下してきて１３００回転に到達したら通常噴射時間ＭＡＰの該当時間分燃料
噴射を行い、アイドリングまで通常噴射を行いなさいという設定となります。 

下記の設定ですと全閉判別スロットル開度２％以上で且つ３２５０ｒｐｍまで回転上昇を行いその後スロット
ルオフしたとします。その後、「パラメータ・燃料２タブ」内の減速カット開始遅れ時間「５００ｍｓｃ」遅れて、燃
料噴射を０μｓｅｃにし、エンジンブレーキ性能の向上やアフターファイヤーの防止、燃費改善に役立てます。 

その後、１３００ｒｐｍに到達した時点で、４８４μｓｅｃ燃料噴射を行い、適正にエンジンストールすること
無くアイドリングに至る様なマッピングを行ってください。（燃料噴射復帰時の出力は無効噴射時間マップの入力
値との和（合計値）が出力されます。ご注意下さい） 

３５ 

■減速燃料カット 

作動原理はＶＥＲ３，＃までと同
様となります。 

全閉判別スロットル開度にて作
動条件を決めており、減速カット
開始遅れ時間分だけ有効となり
ます。 

燃料制御 
通常噴射時間 

MAP 



■減速燃料カットＭＡＰ盲点 

「マッピング上の注意点」 
パラメータ・点火１タブ内 

パラメータ・燃料２タブ内 

前述の様に全閉判別スロットル開度２％以上で且つ、３２５０ｒｐｍまで回転上昇を行い、その後スロットルオフしたとします。その後、
回転下降し１３００ｒｐｍになった時点で通常噴射時間ＭＡＰ及び通常点火時期ＭＡＰを認識したとします。        
（実際はアイドル点火時期ＭＡＰを有効判定します＝後述でご説明します） 

その際の噴射時間及び点火時期の調整を行うのが「パラメータ・燃料２」タブ及び「点火１」タブ内の「減速燃料カット復帰補正係数」
及び「減速カット復帰補正係数」となります。 

上記ＭＡＰですと１３００ｒｐｍ時の噴射時間４８４μｓｅｃに対し、例えば０％の係数を入力した場合、増量補正は行わず
復帰を行います。プラスマイナス１００％の範囲で入力すると増減量補正を行って復帰を行います。 

点火時期の方も１３００ｒｐｍ時にＢＴＤＣ２１度の点火時期で復帰をいたしますが、「減速カット復帰補正係数」に１００％と
入力する事で、より進角補正を行って復帰します。逆に－１００％と入力すると遅角して復帰を行います。 

マッピング上の注意点としては減速燃料カットＭＡＰのカット・復帰が高い回転数が入力されていると、全閉判別スロットル開度以上でも、
その回転に到達しないと減速燃料カットモードにはならず（アクセルオフになっても燃料カットが行われない）未燃焼ガスがエキゾーストに
廻り、アフターファイヤーを誘発するケースがあります。 

逆に復帰の回転数を低い回転数にて入力を行うと燃料噴射するタイミング・回転数が遅すぎて、結果エンジンストールしてしまうといった
不具合の発生につながります。 

又、カットと復帰の回転数が近づきすぎる                                                                  
例）５０ｒｐｍしか差が無いｅｔｃ、設定された回転数付近で一定走行を行った場合、カット⇔復帰を繰り返し行い、車両がギク
シャクして走行するといった不具合の発生につながってしまうケースがあります。 

３６ 

燃料制御 
通常噴射時間
MAP 

点火制御 
基本点火時期
MAP 

実際はアイドル点火
時期メインマップが該
当します 



３９ 

全閉判別スロットル開度以下⇔以上にて
有効となる点火時期マップが変わります。 

■通電時間メインマップ 
イグニッションコイルへの通電時間を決定するマップです。 

■点火基準タイミングマップ 
パラメータでポート出力を決められた点火出力信号のタイミングマップとなります。実際は下記のタイミングを基準に
通常点火時期マップの数値分進角・遅角の制御を行います。 

■通常点火時期メイン・アイドル点火時期メインマップ 

３９ 

燃料項目内の噴射基準タイミングＭＡＰ同様に１サイクル＝７２０度中の圧縮上死点の認識を各ポート別に設定します。 
ここで設定された角度を基準として通常点火時期ＭＡＰも作用します。特殊な例を除きマッピングする必要はありません 

イグニッションコイルへの通電時
間を決定するＭＡＰとなります。
あまり長い時間の入力を行うと、
イグニッションコイルなどの破損に
つながりますのでご注意ください。
尚、閉角時間補正メインＭＡ
Ｐにて電源電圧が降下した時
などに時間を延長する様なリカ
バリーＭＡＰも存在しますが、
電源電圧が降下する様な現象
が発生しない様に車両側の改
善を行って下さい 

全閉判別スロットル開度～％「右記設定
では２％」以下の場合、有効判定となる
ＭＡＰとなります。アイドリング時のみ有効
判定となるＭＡＰで無く、例えばエンジンブ
レーキを使用する様なシチュエーションに於
いても有効判定となり、上記ＭＡＰの高
い回転数の部分も有効判定となります 



４１ 

燃料項目の時と同じ様に点火時期のスロットル補正マップを使用したい場合は、オプション補正にて名称の設定
が必要となります。使用の際はご注意ください。スロットル開度と回転数により点火補正を行うＭＡＰとなります。
通常点火時期に対し、進角・遅角補正を行います。 

■水温補正マップ 
水温による点火時期の調整を行うマップです。 

■吸気温補正マップ 
吸気温による点火時期の調整を行うマップです。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■スロットル補正マップ 

上記の設定では水温５０度までのエリアにおいて、進角のマッピングとなっております。当ＭＡ
Ｐは高回転などの通常運転時に於いても随時有効なマップとなりますので、進角する場合には
ご注意ください。 

吸気温度と圧力による点火補正ＭＡＰになります。実際に７０度を超える様な、吸気温度の計測値が高い場
合は、当マップにてリタード補正を入力するといった「手当て」も可能ですが、インタークーラーの改善など車両側改善
をお勧めいたします。吸気温度の高い状態では空気密度の違いからノッキングを誘発することとなり危険が伴います。 



４３ 

車速補正点火時期マップを使用する場合、オプション補正を選択し、回転×車速にてマップ作成する必要があり
ます。適宜ご使用下さい。 

■ポート別補正マップ 
燃料補正と同様に点
火に於いてもポート別
補正マップの使用が可
能となっております。  
適宜ご使用下さい。 

■加速補正マップ 
燃料補正と同様に点火に於け
る加速補正マップの使用が可
能になっております。尚、燃料補
正同様に加速補正時間にてそ
の補正値の停止時間（減衰し
ながら）を決定します。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■車速補正マップ 

燃料補正同様に加速補正ＭＡＰが点火補
正にも存在します。右記設定ですと周期時間
当たりのスロットル変化量にて５度の遅角補正
を５００ｍｓｅｃ行いなさいという設定となり
ます。５００ｍｓｅｃ後に点火補正がゼロに
なる様に補正値を減衰させていきます。 

燃料補正項目内「ポート別補正」と同じ作用を行います。上記の設定では６番シリンダーのみ６０００
ｒｐｍ以降のエリアにおいて、５度の遅角補正を行う設定となります。前述した様に６番シリンダーのみ
プラグの焼け具合がおかしいなどといった場合、御使用ください。 



４５ 

■ＡＴシフトリタード補正機能 

過給器付きエンジンのＡＴ車両
に於いて、シフトアップ時等に
ノッキングが発生する車両に
於いては、ＡＴシフトリタード機
能が有効となります。左記ペー
ジを参考に、ＶＥＲ３．４のプロ
グラム追加をお願い致します。 

■ＡＴシフトカット（燃料）機能 

尚、シフトアップ時にＡＴ変速ショックの緩和を目的に、ＡＴシフトカット時間（一瞬の燃料カット）機能も併せ
持ちます。適宜ご使用下さい。 

■ＡＴシフトリタード（点火）                                                    
Ａ／Ｔのターボ車にてＥＶＣなどでブー
ストアップを行い、アクセル全開のまま高
回転・高負荷時にシフトアップしたときに
発生するノッキングの回避方法となります。
又、シフトダウン時に発生する場合にも適
用します。例としてシフトアップ時のＡＴシ
フトリタードを掲載いたします。 

■ＡＴシフトカット（燃料）                                                    
Ａ／Ｔのターボ車にて変速時
のシフトショックが大きく、違和感
のある場合はＡ／Ｔシフトカッ
ト機能が有効利用頂けます。 

右記設定では50MSEC＝
0.05秒の時間分、シフトショッ
ク緩和の為、燃料カットを行う
設定となります。 

Ａ／Ｔ車にてシフトアップ時にノッキングが発生する場合は始めにＡ／Ｔシフトダウン判別回転変化ＭＡＰへの入力を行ってください。
判別回転変化（ドロップ回転）認識の条件設定項目となります。回転数の入力に関してはデータログやデータモニタ中の回転変化
を参照し、認識可能な回転数の入力を行って下さい。又、パラメータ基本タブ「ATシフトアップダウンスロットル条件」にて全開定義を
行うスロットル開度「例）７０％以上など」の入力を行います。 

■リタードを行いたいアドレスに遅角補正の入力を行って下さい。 
又、その補正時間を入力して下さい。補正時間は減衰時間となります。 



４７ 

■パラメータ設定・基本タブ 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■クランク・カム信号タイプ＝特殊な例を除き、初期設定画面にてベースエンジンの選択を行うとそれに合致したクランク信号タイプの入
力が行われます。前述の様に「ＮＢ＃Ｃ」の設定や「ＡＥ８６」等特殊なタイプも存在しますので、ご注意ください。 

■メイン負荷信号＝ここで設定された項目を元に負荷計測を行います（ＭＡＰ縦軸項目の設定となります） 

■クランクオフセット角度＝イニシャルのクランク角度をコンピューター上で合わせる（ズラす）項目です。通常設定は「０」となります。 

■クランク信号サブパラメータ＝クランク信号タイプが「ＮＩＳＳＡＮ１」の場合の気筒判別を行う為の設定項目です。その他の場合に
は基本的には必要がありません。６気筒＝２２度、４気筒＝１４度、４気筒デスビ＝８度の設定となります。日産車のオーバーラン
対策を行う場合はキースイッチ配線加工後「１」引くか足して下さい。 

■完爆判別回転＝クランキング時に上昇するエンジン回転速度を監視し、入力されたRPMにて始動時⇔通常の運転モードを切り替え
ます。 

■エンスト判別回転＝通常の運転モードからRPMが降下した場合の始動⇒通常の運転モードを切り替えます。 

■スクランブル補正時間=スクランブル入力にて補正等を行い、スイッチOFF後、その機能停止までのＤＥＬＡＹタイムを決定します 

■電源保持時間＝ＩＧ電源もしくはキースイッチ電源が切断されてから設定時間分、入力されている常時電源によりＦ－ＣＯＮＶ
Ｐｒｏの電源やＥＣＵリレーの電源を保持することが出来ます。実際の適用はトヨタ車のＩＳＣＶコントロールを行なう場合電源保
持時間を長く設定することにより「ＩＳＣＶ基本出力値のＭＡＰ設定値」に戻る様に作用させることが可能です。 

■全閉判別スロットル・アクセル開度＝前述の様にここで設定した開度以下・以上にてＭＡＰの有効・無効判別を決定します。通常は
２％です。ここの数値を例えば０％に設定するなどとすると、減速燃料カットを行わないなど不具合発生原因となりますので、数値設定
はご注意ください。電子制御スロットル車の場合で、全閉判別スロットル開度以下の場合で減速燃料カットＭＡＰが有効判定にならな
い場合（アクセル開度は０％なのにスロットルモーター開度が３％以上の場合など）はアクセルポジション信号の入力を行いますと、全
閉判別アクセル開度が有効判定となり、減速燃料カットが行える様になります。 

■スロットル変化算出周期時間＝ここで設定された周期時間にてスロットル変化量の認識を行います。非同期噴射時間ＭＡＰや加
速補正ＭＡＰのスロットル変化量を決定するサンプリング時間となります。 

■ATシフトアップ・ダウンスロットル条件＝AT車両に於ける加速状態を定義する条件です。ATシフト項目を参照下さい。 

■出力選択１＝LSH11/12（アース制御）機能か、点火ポートIGN7/8の機能選択を行います。（端子ＮＯ37/38） 

■出力選択２＝LSH1/2（アース制御）機能か、オプション電圧出力マップ3/4の機能選択を行います。（端子NO43/44） 



４９ 

■パラメータ設定・電圧項目 
主に電圧入力（負荷入力）などで、ＳＥＴＵＰを行う際の項目となります。Ｔｙｐｅ１～３までの設定項目
は下記となります。適宜ご使用下さい。 
各項目の詳細につきましては、ハードウェア・ソフトウェアマニュアルの該当項目を参照下さい。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 



５３ 

■パラメータ設定・燃料１タブ 
燃料制御の基本的な項目設定を行います。尚、負
荷の入力を行って、燃料の補正制御を行う場合も、
当タブにて設定を行います。 
尚、Ｖ型エンジン搭載等の車両に於いて、グループ
分けを行い、各々のバンク別補正を行う場合は、
「燃料グループ振り分け」にて設定を行って下さい。 
 

■グループ補正（燃料） 
グループ補正を行う場合、燃料補正３のマップ項目に「グループ補正１・２」の独立したマップを有し、それぞれの
補正制御を行います。 

■ポート１～８設定＝上記設定では「メイン×１」の入力が４ポート行なわれております。４気筒シーケンシャ
ル噴射の設定状態となります。１サイクル＝７２０度中１回だけ噴射しなさいという状態となります。尚、「メイ
ン×２」の設定で同時噴射の状態＝１サイクル・７２０度中２回噴射しなさいとなります。ですので「サブ×
１・２」「独立×１・２」においてもツインインジェクタモードに依存するか独立噴射時間ＭＡＰに依存するかの
違いで、基本的には１サイクル中に何回の噴射指令を行うかの設定となります。 

■インジェクタ係数＝Ｌジェトロ制御を行う際のインジェクタ吐出量を決定する項目です。                                  
基本は１２８０００００ですが数値を大きく変更することで増量を行ないます。 

■エアコン、負荷１・２・３・４補正については該当項目を参照ください。 

■使用サブ補正ＭＡＰ＝使用するサブ補正ＭＡＰを選択します。サブ補正ＭＡＰ固定を行なうか、                                 
ＭＩＸ－ＣＯＮＴを使用したＭＡＰ選択を行なう場合は「ボリューム」を選択して下さい。 

■燃料グループ振り分け＝ＧＲＯＵＰ１・ＧＲＯＵＰ２＝ＧＲＯＵＰ選択を行なう事でグループ補正を 
使用する際の、該当ＭＡＰ選択を行なう事が可能となります。 



５５ 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■パラメータ設定・燃料２タブ「Ａ／Ｆフィードバック機能関連」 

■Ａ／Ｆ１フィードバックＭＡＰ＝Ａ／Ｆフィードバックを行いＡ／Ｆ計から出力されたＡ／Ｆ値に対し目標
Ａ／Ｆに近づける燃料補正を行なう際、データを反映させるＭＡＰの指定をここで行います。 

■Ａ／Ｆ２フィードバックＭＡＰ＝Ｖ型エンジン等で２系統目のＡ／Ｆ情報を燃料補正値にて反映させる
ＭＡＰを決定します。 

■Ａ／Ｆフィードバック始動時間＝ここで設定された時間以下ではＡ／Ｆフィードバックは行ないません。ウォー
ムアップの時間となります。 

■Ａ／Ｆフィードバック周期時間＝ここで設定された周期時間内でＡ／Ｆ値の変化を認識します。 

■Ａ／Ｆフィードバックスロットル条件＝ここで設定したスロットル開度条件以下でＡ／Ｆフィードバックを行ない
ます。例えば上記設定ですと、スロットル開度１００％時（９０％以上なので）はＡ／Ｆフィードバックを行
なわない設定となります。 

■Ａ／Ｆフィードバック低水温～高水温条件＝上記設定ですと水温７０度～９０度時にＡ／Ｆフィード
バックしなさいという設定になりますので、それ以外の水温時はＡ／Ｆフィードバック禁止となります。 

ＡＦフィードバック機能を使用する場合、ＡＦフィードバックフラグMAPにて０⇔１００にて該当するアドレスのフィードバック
反映可否を決定します。スタンダードは１０という入力にて補正制御する事をお勧めします。例えば１００という数値入力
を行う事で「１０」の10倍速でフィードバック制御する事となります。その数値がフィードバック倍数を意味します。ご使用の際
はご注意下さい。 



５７ 

■パラメータ設定・点火１タブ 
前ページ同様に点火制御の基本的な
項目設定を行います。尚、負荷の入力
を行って、点火の補正制御を行う場合
も、当ページにて設定を行います。 
尚、Ｖ型エンジン搭載等の車両に於い
て、グループ分けを行い、各々のバンク
別補正を行う場合は、「点火グループ振
り分け」にて設定を行って下さい。 
 

■グループ補正（点火） 
グループ補正を行う場合、点火補正２のマップ項目に「グループ補正１・２」の独立したマップを有し、それぞれの
補正制御を行う形態となります。ご使用の際はご注意ください。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■ポート１～８設定＝上記設定ですと６気筒シーケンシャル点火の状態となっております。「メイン×１」の設定にて１サイクル・７２
０度中に１回の点火出力を行ないなさいという設定となります。ですので同時点火やグループ点火システムの車両に於いては「メイン×
２」という様に１サイクル中に２回の点火出力を行なう設定となり、４気筒・デストリビューター搭載の車両に於いてはポート１が「メイン
×４」の設定となります。 

■点火制御電圧＝車両に搭載されたイグナイタの制御電圧を設定します。 

■点火制御論理＝一部の車両（HONDA車等）を除き、「通常」にて使用します 

■始動時点火時期＝通常は０度ですが、数値の入力を行うと完爆回転数以下で、設定されたタイミングにて点火出力を行ないます。 

■エアコン補正・負荷1/2/3/4補正＝資料中の該当項目を参照しご使用下さい。 

■使用補正サブマップ＝資料中の該当項目を参照しご使用下さい。 



＃１

＃２

＃３

＃４

＃１

＃２

＃３

＃４

例えば下記の様なシーケンシャル点火順序の場合、Ｆ－ＣＯＮ側で間引かれた点火信号とミスファイアリング補正にて設定された点火リタードが同時に行われることとなります。

５４０ ０ １８０ １８０３６０ ５４０ ０ ３６０ ５４０

上記例題が４気筒シーケンシャル点火の状態とします。３６０度の地点が圧縮上死点とします。★のポイントが圧縮上死点前～度(ＢＴＤＣ~度)で点火信号の出力を行っている状態とし、
実際の点火が行われている状態とします。：１番シリンダーを基準としての図となります。ミスファイアリング機能及びミスファイアリング補正機能を使用する状態ですと下記の様になります

５４０ ０ １８０ １８０３６０ ５４０ ０ ３６０ ５４０

×

×

×

×

Ｆ－ＣＯＮ側で自動的に間引かれた点火出
力信号により、点火を行わなかった状態

Ｆ－ＣＯＮ側で自動的に間引かれた点火出
力信号により、点火を行わなかった状態

点火カット中補正に関しては、実際のＭＡＰ上で該当する点火出力＝
例えばＢＴＤＣ１０度から今回の点火カット中補正－１５度を引いた値が

出力されますので結果ＡＴＤＣ５度の点火出力を行う事となります。

５９ 

■パラメータ設定 
  点火２タブ 
主に点火カット回転数の
決定や、オプション補正
項目の使用に関する項
目となります。 
 

点火カットの各項目 

 

ＶＥＲ３．３と同意義
にて点火カットの作
動を行います。 

それぞれの機能に
関しては左記ＶＥＲ
３．３の機能項目を
参照下さい。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■点火カット回転数通常＝通常運転モード時の最高回転数の決定（点火REV）を行います。 
■点火カット回転数車速＝点火カット車速のスイッチ認識があった場合の固定する回転数を決定します。 
■点火カット回転数スタート＝PROSTART機能を有効とした場合の固定する最高回転数を決定します。 
 

点火カット（スタート設定） 
■復帰車速パルス数＝PROSTARTモード時、ここで設定された認識車速カウント数以下では点火カットを継続
します。１０カウント＝≒車速10キロで通常点火に復帰します 
■カット中補正＝下記を参照下さい。 
■保持時間＝点火カット条件（保持）が設定されていて、スタート条件ではない時に設定時間分、点火カット 
を行います。 
 

■オプション補正1/2/3/4－資料の該当項目を参照の上、ご使用下さい。 



■ツインインジェクタ制御項目 
ツインインジェクタモードを決定し、プライマリ・セカンダリインジェクタの制御を行います。 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■ツインインジェクターモード＝ＦＣ３ＳやＦＤ３Ｓにてパラメーター・燃料１タブで設定された「サブ×～」のイン
ジェクターの作動条件を設定します。上記はツインインジェクターモードにて「分配自動」の設定を行っておりサブイン
ジェクター吐出後はメインインジェクターと５０％づつの分配割合で噴射を行ないます。 

■ツインインジェクター開始回転数＝ここで設定した回転数より高い回転数にてサブインジェクターが作動を開始し
ます。 

■ツインインジェクター復帰回転数＝ここで設定した回転数より低い回転数で、メインインジェクターのみの作動に
切り替わります。 

■ツインインジェクター開始最低噴射時間＝たとえば２５００μｓｅｃと入力されていた場合、通常噴射時間
ＭＡＰにて５０００μｓｅｃ以上の噴射時間が入力されているアドレスから噴射を行います。「５０％づつの
分配にしているため、２５００μｓｅｃ×２」の噴射時間条件になります。 

■ツインインジェクター復帰最低噴射時間＝たとえば２０００μｓｅｃと入力されていた場合、通常噴射時間
ＭＡＰに４０００μｓｅｃ以下の入力があるアドレスで、メインイジェクターのみの制御となります。実際の走行
ではスロットルオフに伴い、減速燃料カットモードとなり０μｓｅｃとなるので、サブインジェクター作動は停止となり
ます。 

■ツインインジェクタ補正＝ツインインジェクター切り替え後で空燃比にズレが生じる場合はツインインジェクター補正
にて増減量の補正を加えることが可能です。 

■ツインインジェクター切り替わり後補正＝サブインジェクターが作動を開始する場合「シングルからツインに切り替
わるとき」の空燃比の段付き(乱れ)をなくすためにセットします。その後、減衰係数にて補正を加える時間の設定を
行います、数値が大きくなると補正時間が短く、小さくなると補正時間が長くなります。 

■サブインジェクタ吐出量はパラメータ・燃料１タブ 
にて設定を行って下さい 


